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目 的

2020 年夏季～秋季には 2019 年に引き続きサンカクフジツボがホタテガイに大量付着した。稚貝分散時

に選別機を用いたことによるサンカクフジツボの付着状況を調べる。

材料と方法

2020 年 9 月 30 日に久栗坂実験漁場の幹綱水深 30m の養殖施設に垂下していた目合 2 分 10 段のパール

ネット 40 連を回収した。その内 1 連の中段 1 段から採取したホタテガイ稚貝（以下、稚貝）の生貝 48 枚

（以下、選別前）と、残りのパールネットから採取し、自動選別機（むつ家電特機、ミニ選 MS100）の目合

8 分の選別板に残った稚貝から無作為に抽出した生貝 50 枚（以下、選別後）の殻長を測定した。また、そ

れぞれの稚貝貝殻表面に付着したサンカクフジツボ生貝の付着数を計数したほか、稚貝各 30 枚について

は、付着したすべてのサンカクフジツボ生貝の殻長を測定した。

結果と考察

選別前後の稚貝 1 枚に付着したサンカクフジツボの付着数を表 1、

図 1 に、サンカクフジツボの平均付着数を表 2、図 2 に示した。

稚貝の平均殻長は選別前が 27.4 ㎜、選別後が 28.5 ㎜で差は見られ

なかった。

選別前の稚貝 48 枚と選別後の稚貝 50 枚に付着したサンカクフジツ

ボ付着数の合計は、選別前が 3,454 個体、選別後が 841 個体、平均付

着数は、選別前が 72 個体/稚貝、選別後が 17 個体/稚貝と選別後の方

が選別前より有意に（P<0.01）少なかった。

選別前後それぞれの稚貝 30 枚に付着したサンカクフジツボ生貝の殻長組成を表 3、図 3 に示した。

図 1. 選別前後の稚貝 1 枚に付着したサンカクフジ

ツボの付着数（上は選別前、下は選別後）
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表 1. 稚貝 1 枚へのサンカクフ

ジツボの付着数

～5 3
5～ 12
10～ 10
15～ 9
20～ 1 5
25～ 5
30～ 2 3
35～ 1
40～ 2
45～ 3
50～ 7 1
55～ 4
60～ 4 1
65～ 2
70～ 2
75～ 1
80～ 2
85～ 3
90～ 1
95～ 2
100～ 1
105～ 1
110～ 1
115～ 1
120～
125～ 1
130～ 2
135～
140～
145～
150～ 1
155～
160～
165～
170～ 1
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平均殻長は選別前が 0.9 ㎜（最大値 4.7 ㎜、最小値 0.4 ㎜）、選別後が 1.1 ㎜（最大値 4.5 ㎜、最小値

0.5 ㎜）で、ピークはどちらも 0.8 ㎜以上 1.0 ㎜未満であった。ピークを目安とし、殻長 1.0 ㎜未満の付

着数を求めたところ、選別前が 367 個体、選別後が 99 個体と選別作業により 1.0 ㎜未満のサンカクフジ

ツボが約 7 割減少することが分かった。

分散作業の目安 1）となる中層水温が 23℃を下回るのは例年 9 月下旬であること、その時期にはサンカ

クフジツボのラーバ出現数のピークは過ぎており 2）、付着したサンカクフジツボも小さいことから、小型

のサンカクフジツボを減らすためには早めに分散作業を進めることが重要である。
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図 2. 選別前後のサンカクフジツボの平均付着

数（バーは標準偏差、**は選別前と比較して P＜

0.01 で有意差あり）

図 3. 稚貝 30 枚に付着したサンカクフジツボの

殻長組成（上は選別前、下は選別後）
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表 3. 稚貝 30 枚に付着したサ

ンカクフジツボの殻長組成

表 2. 稚貝 1 枚へのサンカクフジ

ツボの平均付着数

72 17
選別前 選別後稚貝1枚への平均付

着数（個体/稚貝）

～0.2
0.2～
0.4～ 14 1

0.6～ 115 22
0.8～ 238 76
1.0～ 139 74
1.2～ 43 40
1.4～ 17 25
1.6～ 12 10

1.8～ 2 9
2.0～ 4 3
2.2～ 3 3
2.4～ 1 2
2.6～ 1 2
2.8～ 1
3.0～
3.2～
3.4～
3.6～ 1
3.8～
4.0～ 1
4.2～
4.4～ 1
4.6～ 1

殻長
（㎜） 選別前 選別後

付着数（個体）
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